




























































 

３１ 

 

＜選考委員より ひとこと＞ 
 
【大平 睦美 委員長】 

今回の応募作品を読んで、書評は読書の羅針盤のようだと感じました。目的をもった読書も大切ですが、目的

を持たずなんとなく本を読んでみたい時、書評を見て自分では気がつかない、あまり興味を持たない本にも挑

戦して下さい。新たな発見があると思います。 

 

【東 園子 委員】 

私が大学生の頃は電車の中で文庫本を読む人をよく見かけましたが、それがスマートフォンでのゲームや動画に

取って代わられた現在、本を読み、書評を書いてみた学生さんがこれほどいることに驚き、喜ばしく思いました。  

 

【伊藤 豊 委員】 

普段Ａｍａｚｏｎで本を買うときはいつも星の数や書評を読んでから決めている。低評価の方が参考になること

も多い。今回、応募書評を読む機会を得てみて、いかに大変な仕事であるかよくわかった。 

 

【岩﨑 周一 委員】  

丁寧で的を射た書評が多く、読んでいて感心させられた。新聞等での書評によく似たスタイルで書かれたもの

が目立ち、よく研究しているという印象をうけた。ただ、もっと気持ちを強く押し出した文章があっても良かった

かと思う。 

 

【上野 達也 委員】 

非常に楽しくみなさんの書評を読ませていただきました。「自分の好きな本を読んでもらいたい」、「自分の好き

な本について語りたい」という思いのこもった書評は、読んでいてとても楽しいものでした。  

 

【福冨 言 委員】 

文学的表現や作家の主義信条、時代性、他作品との相対性、何なら否定的見解など、作品の「論評」という点で

これらについての検討が物足りなく感じました。 

 

【山本 和也 委員】 

皮相な動画やＳＮＳの洪水の中にある現在、電車やバスのなかで読書をする人を見かけると心が和むようにな

りました。これからも皆さんがさまざまな書籍を読み続けることを期待しています。  

 

【島田 武範 委員】 

最近の社会情勢として、何でも即座に結果を求める風潮があるように感じています。このような時代だからこ

そ、一旦立ち止まって本をゆっくり読み、じっくり文章を書くことに取り組んでもらえればと考えています。  

 

【田中 雅子 委員】 

選考作業の中で気づいたのは、最近の人気小説だけでなく昔から読み継がれている作品を選ぶ学生さんが少

なくないことです。「この作品はこんな視点から捉えることもできるのか！」という再発見をしながら、楽しく読

ませていただきました。 

 

【森本 太郎 委員】 

書評に限らず、ものの良し悪しを自ら考えて評価し、その要点を他者に分かりやすく伝えることは簡単ではあり

ませんが、大切なことだと思います。皆さんにとって、本賞がその機会の一つになっていれば嬉しいです。  

 

【吉田 浩史 委員】 

使える字数が減った影響を心配していましたが，そんなの忘れるくらい皆さんの作品楽しく拝読させていただ

きました。今回は入賞を逃した！という方もまたぜひご参加ください。 

 




